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開真産業株式会社 （他全国４２運送事業者）
KTシステムコンサルティング株式会社
アクシスソフト株式会社

「Biz Browser」は純国産の業務用ネットブラウザです。
ご紹介するASPｼｽﾃﾑは全てこのﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑを使用しています。「IT-Truck」&「IT-Ecostation」開発会社

※Biz/Browserはアクシスソフト株式会社の商標です 。
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」国分株式会社の紹介国分株式会社の紹介

■社名
国分株式会社
KOKUBU & CO., LTD. 

■創業 正徳2年（1712年）

■本社 東京都中央区日本橋1-1-1 

■グループ企業 連結小会社45社 持分法適用小会社13社

■資本金 ３５億円

■従業員 1494名（国分単体）

■売上高
14,275億円 （単体売上 13,216億円）
平成19年12月期

■事業内容 酒類・食品・関連消費財にわたる卸売業及び それらに関する資材の販売業、貿易業、パン粉の製造業、貸室業

■物流センター 約207拠点 配送車輌約3000車輌

■url http://www.kokubu.co.jp
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」

問屋

弊社の歴史（過去）弊社の歴史（過去）

さまざまな小売業
酒販店、スーパーへ
コンビニチェーン、百貨店、外食産業等

空瓶・空容器の回収
ビール瓶・酒瓶・醤油瓶

本業

リサイクルの輪を支えてきた

食品流通という森の中で

メーカー
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」行動憲章行動憲章

国分はいま、わが国の流通の一翼を担い、食の流通の結節点としての機能を具現する企業として、
流通の革新に取り組んでいます。

独自の問屋マーチャンダイジング機能やSCC（サプライチェーン・コンソリデート）機能を発揮し、一つ
高い視点に立ち、競争と協調によって、中間流通、さらに流通全体の最適化を推進しています。

1712年（正徳2年）の創業以来、およそ300年にわたり、国分が頑に守り続けてきたもの － それは「信
用」です。

企業として、人としての信用を何より大切にするために、当社では1882年に制定した「式目十八ケ条」
を今日的に改定した「平成の帳目」を行動憲章に掲げています。

「国分と取引してよかった」 － すべてのお客様にそう思っていただくために、国分は「平成の帳目」を
守り続けていきます。

長年にわたって築き上げてきた「信用」を礎に、「食を通じてこころ豊かなくらしをお届けする」企業を
目指して、国分は流通全体をみつめた新たな革新に挑んでいきます。

代表取締役会長兼社長
十二代

國分 勘兵衛



Copyright(C) KOKUBU CO.,LTD.All Rights Reserved 6

低炭素社会に相応しい「問屋物流」弊社のスタンス弊社のスタンス １１

平成の帳目 本業での環境取り組み

「紙・ゴミ・電気」
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」弊社のスタンス弊社のスタンス ２２

数値把握

現段階では現実を計測し数値化するのは困難

やれることから徐々に皆でルールを作りながら一社ではなく、
何社かで、業界で、業種での取り組みを目指して動く

「森」の思想
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」

配送車両の環境負荷数値把握には、荷主及び運送事業者の一体となった取組み体制と仕組みが不可欠で
あり、インターネットや携帯電話などを活用した簡便で設備投資不要なシステムインフラとする。

環境負荷数値把握のためだけのシステム化では、中小運送事業者のコスト増を招くため運行業務に関わる
データの見える化や共有化する機能を盛り込み、運送事業者の管理費削減をサポートする。

携帯電話から走行距離・給油量・業務ステータスなどを入力する事より、各車輌（コース）毎の実態を把握しな
がら、業務特性を考慮した排出量計算（燃料法・燃費法・トンキロ法）を行える機能を開発する。

日々の配車の見える化や現在位置・運行軌跡データ（ＧＰＳ携帯電話）及び納品実績データなどにより、走行
距離や車輌台数削減ができる仕組みを構築する。

車載運行データ記録機（デジタコ等）とのデータ連携も可能な仕組みとし、より高度なＣＯ２削減の取り組みが
できる基盤を構築する。

事業所・配送センター毎の環境数値（電気・ガス・ゴミ）の入力・照会機能を開発し、事業所と車輌等の一括し
た環境負荷数値の把握を行う。

『『環境負荷数値低減システム環境負荷数値低減システム』』プロジェクトプロジェクト

プロジェクトの概要

プロジェクトのコンセプト
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」システム概要図システム概要図

荷主
上位システム

荷主荷主
上位システム上位システム

配送指示
納品実績

デジタル運行機器と連携

レベル３

パソコンより入力

レベル３

レベル１レベル１

レベル２レベル２

荷 主荷 主

全コース及び荷主別に管理日報を
もとに毎日（荷主ごとに入力）

IT-Truckサーバー

○は荷主共有データ

携帯電話より入力

日付 車番 運転手名 コース 荷主

開始ﾒｰﾀ 終了ﾒｰﾀ 使用燃料量

運行管理者は確認を行う

運行管理者は確認を行う

運行管理者が入力を行う

荷主の閲覧可能なデータは環境負荷数値関連のみとなります。

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

路線便業者特例路線便業者特例

改良トンキロ法で捉えたデータを
CSVデータで一括アップロードする

荷主へ公開する情報については事前に別途契約が必要
（運送事業者の同意がないとデータ閲覧不可）
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」ﾓﾃﾞﾙ事業による改善と効果（運送事業者の意見①）ﾓﾃﾞﾙ事業による改善と効果（運送事業者の意見①）

「IT-Truck」導入後軽微な事故も一回もない

…掲示板に載せて意識させる

「IT-Truck」導入後荷主企業、運送事業者、協力会社とのコミュニケーションが深まった

「IT-Truck」導入後ドライバーの一人一人がやる気を出してドライバーではなく社員としての
自覚成長が見え、アイドリングタイムがなくなった

「IT-Truck」導入後社員の燃費他経費（物流経費）に関し意識が変わった
…データをフィードバックし１人１人に指導
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」

CO2削減

燃費の向上 ＝ 燃料費の削減

整備費削減 ＝ エコドライブ（急ブレーキ急発進）・エコ整備

社員教育 ＝ 生産性向上
一人一人のモラルの構築

未来に・・・

燃費10％以上向上

整備費圧縮

社員（ドライバー）の人間的成長

企業安定
無事故 ＝ 年間保険料の削減

年刊車両維持費の削減等

無事故記録更新中

ﾓﾃﾞﾙ事業による改善と効果（運送事業者の意見②）ﾓﾃﾞﾙ事業による改善と効果（運送事業者の意見②）
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」

荷主企業と運送事業者はパートナーである事
アウトソーシングしている協力会社も同様である事
荷主企業と運送事業者は環境に関して注視し、社会貢献する事
荷主企業と運送事業者は双方の検案事項をよく相談し無理のない環境保全努力をする事
荷主企業と運送事業者にとって環境保全に努めるとともに双方無駄をなくしコスト削減に
つなげる事
荷主企業と運送事業者はCO2削減に努め、未来に責任がもてる様に努力する事。
また各関連会社にも働きかけネットワークを広げる事

以上の様に連携の輪を広げるとともに一部セクションだけではなく、
社員一人一人の環境マナーに関心を持たせる事を目指す。

環境保全に隔たりはない！企業の枠を超えていこう

環境に関する荷主企業と運送事業者との連携環境に関する荷主企業と運送事業者との連携



Copyright(C) KOKUBU CO.,LTD.All Rights Reserved 13

低炭素社会に相応しい「問屋物流」モデル事業による改善と効果（国分の意見）モデル事業による改善と効果（国分の意見）

荷主に可視化（評価可能） グリーン調達へ
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」業界としての取り組み（食品流通）業界としての取り組み（食品流通）

と連動

平成１８年３月

定期報告書作成の為の共通ルール・手法を作成。
８社合計、推定１６億トンキロ

平成１８年作成 年内協会へ配布。
平成２１年作成 改訂版作成（CO2データ交換の手引きに基づく）

更に、行動自主計画。地球温暖化防止法へ
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」
今後の取り組み

「改正省エネ法」

日食協「環境自主行動計画」 カーボンフットプリント 物流分野の排出量取引

ﾓﾃﾞﾙ事業

・ 参加運送事業者の拡大
・ 社団法人日本食品卸売協会（日食協）における

「改正省エネ法 ガイドライン」作成
・ 日食協環境数値算定基準協議会（荷主の拡大へ）
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」新システム構想図新システム構想図

ガソリンスタンド

車両毎の請求データ（給油データ）

荷主基幹システム
（荷物情報がある場合）

車載機

インターネット インターネット

運送事業者側ASPサーバー 荷主業者側ASPサーバー

運行日報

実走行距離／その他

荷物情報／その他

車両管理
（一部情報）

燃費法測定値

改良トンキロ法
測定値

燃料法測定値

請求データ

社員管理

環境数値
集計

荷物管理

日報管理

拠点管理

決済管理

車両管理

配車管理

請求・支払
管理

整備管理

GPS荷物
追跡管理

日報管理

環境管理勤怠管理 コース管理

傭車管理

社員管理

売上管理

受注管理発注管理

決済管理

請求・支払
管理

消費エネルギー関連の決済管理機能を充実させる

電気、ガス、水道、通信請求情報

拠点別
水道・ガス・電気

環境管理
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低炭素社会に相応しい「問屋物流」今後の課題今後の課題

1．輸送事業者と荷主の連携
２．荷主間の連携
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